
地
域
で
協
力
す
る
こ
と
で
救
え
る
命
―
―

自
分
で
自
分
の
身
を
守
る「
自
助
」、
公

的
機
関
に
よ
る「
公
助
」に
並
び
、
自
治
会

な
ど
地
域
住
民
で
力
を
合
わ
せ
る「
共
助
」

が
災
害
時
に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
災
害
発
生
後
、
自
分
の
身
の
安
全
を
確

保
し
た
ら
地
域
に
目
を
向
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、
近

所
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救

助
さ
れ
た
人
の
８
割
以
上
が
、
地
域
の

人
々
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
協
力

す
れ
ば
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。
助
け
合

い
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

特集　その時、どう動くのか。特集　その時、どう動くのか。

安全・安心は普段の生活から！安全・安心は普段の生活から！

日頃日頃のの備え備えのコツのコツ55選選
　一言で「避難」と言ってもさまざまな方法があります。災害が起きた時に複数の選択肢から最　一言で「避難」と言ってもさまざまな方法があります。災害が起きた時に複数の選択肢から最
適な避難行動を選ぶことができるよう、普段の生活に防災意識を取り入れましょう。適な避難行動を選ぶことができるよう、普段の生活に防災意識を取り入れましょう。

　「在宅避難」は自分や家族にけがや病気がなく、浸水や土砂災害の危険性、住宅に損傷が　「在宅避難」は自分や家族にけがや病気がなく、浸水や土砂災害の危険性、住宅に損傷が
ないことが前提です。ないことが前提です。危険を感じた時はすぐに避難行動危険を感じた時はすぐに避難行動を取れるよう、非常用持ち出し袋を取れるよう、非常用持ち出し袋
や避難経路の確認など、事前の準備をしておきましょう。や避難経路の確認など、事前の準備をしておきましょう。

上黒磯自治会・自主防災会
副会長　福田 一

いちろう
郎 さん

NPO栃木県防災士会役員として、
シルバー大学などの講師や地区
防災計画策定支援も行っている。

上
黒
磯
自
治
会
は
、
加
入
世
帯
数
39

世
帯（
加
入
率
95
％
）と
い
う
比
較

的
小
さ
な
自
治
会
で
す
。
地
域
に
は
那
珂

川
が
流
れ
て
お
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

浸
水
想
定
区
域
に
入
っ
て
い
る
場
所
も
。

　
被
災
の
可
能
性
が
高
い
地
域
だ
か
ら
こ

そ
、住
民
同
士
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

会
員
名
簿
に
は
会
員
の
携
帯
番
号
を
記
載

し
、
連
絡
体
制
を
強
固
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
常
時
に
支
援
が
必
要
な
人
が
ど

こ
に
住
ん
で
い
る
か
が
一
目
で
わ
か
る

マ
ッ
プ
も
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

▶▶問い合わせ　問い合わせ　本危機管理室　☎0287（62）7150危機管理室　☎0287（62）7150

　
し
か
し
、
連
絡
先
や
家
の
場
所
を
知
っ

て
い
る
だ
け
で
は
、
対
策
と
し
て
不
十
分

で
す
。
ま
ず
は
支
援
す
る
側
も
さ
れ
る
側

も
、「
自
助
の
力
」を
つ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
本
当
に
大
切
な
の
は
、
地
域
の

人
た
ち
が「
お
互
い
に
適
度
な
距
離
感
を

保
ち
な
が
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
」こ
と
。

お
互
い
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が

「
共
助
」の
気
持
ち
を
前
向
き
に
さ
せ
ま

す
。
道
路
愛
護
活
動
や
ご
み
拾
い
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
知
り
合
い
に

な
る
き
っ
か
け
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
、
気
軽
に
楽
し
み

な
が
ら
防
災
意
識
を
高
め
ら
れ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に「
助
け
に
行
け
る
」、

「
助
け
て
と
言
え
る
」環
境
を
地
道
に
作
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
自
治
会
活
動
を
通
し
て

培
っ
た
人
間
関
係
を
生
か
し
て
、
災
害
に

強
い
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「花いっぱい活動」を通じて幅広い世代の絆を深める「花いっぱい活動」を通じて幅広い世代の絆を深める

コミュニティと小学校が連携して行う防災訓練コミュニティと小学校が連携して行う防災訓練

市総合防災訓練には多くの自治会や防災組織も参加市総合防災訓練には多くの自治会や防災組織も参加

消防署の協力で地域の防災訓練

助けにに行ける
助けてと言える

自治会などを中心に、現在123
件の自主防災組織が市内で結成
されています。市では自主防災
組織の結成を支援しています。
結成を検討している場合は、問
い合わせてください。
▶問い合わせ
本危機管理室

　☎0287（62）7150

地域のことは地域で守ろう！

77 66令和4（2022）年7月号令和4（2022）年7月号令和4（2022）年7月号令和4（2022）年7月号

家具の転倒対策をしよう
地震対策の最優先事項は家具の転
倒対策です。阪神・淡路大震災で
亡くなった人の8割以上は、家具
や建物の下敷きになったことによ
るものです。家具が倒れることで
ドアがふさがれ、閉じ込められて
しまうことも。窓ガラスには飛散
防止フィルムを貼りましょう。

ライフラインの代替手段を用意しよう
災害時には電気や水道などの、日
常生活で使用しているライフラ
インが使えなくなる場合があり
ます。復旧まで時間がかかること
も。カセットコンロや乾電池、モ
バイルバッテリー、飲料用とは別
にペットボトルの水やポリタンク
を用意しましょう。

食料・水・生活必需品を確保しよう
最低でも3日分、大規模災害に備
えて可能であれば1週間分の備蓄
をしましょう。飲料水は1人1日3
リットルが目安です。トイレット
ペーパーやティッシュペーパー、
生理用品などは普段から余分に
購入する癖をつけるといいでしょ
う。

情報収集も忘れずに
災害時の安全・安心ために「情報」
はとても大切です。市販のラジオ
や市の防災ラジオは、停電時にも
重要な情報源になります。また、
市では災害情報をSNSを通して随
時発信します。予備の電池や携帯
電話の給電方法の備えをしておき
ましょう。

トイレの備えをしよう
便器や排水管が壊れたり、断水し
たり、災害時にはさまざまな要因
でトイレが使えなくなることがあ
ります。トイレにゴミ袋を設置し
て、中に尿を吸わせるための新聞
紙やペットシーツを敷けば非常時
トイレの完成。凝固剤もあると便
利です。

土・日曜などの休日を利用して、
ガスや電気、水道を使わない在宅
避難訓練をしてみては？　キャン
プ感覚で楽しみながら行うのもい
いかもしれません。足りないもの
や問題点を見つけるいい機会にな
りますモ～。りますモ～。


